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【授業の主題】 

成人看護学の理念を基礎として、成人期の対象の特性及び多様な健康問題について理解を深める。成人期の生活に直

結した生活習慣・職業・ストレス等に関連した健康問題を取り上げ、現代社会や現代人のライフスタイルの特徴と照ら

し合わせて検討する。また、成人期における健康の破綻による対象や家族への影響、回復に向けての看護者の役割とそ

の方法の基本を学ぶ。 

 

【到達目標】 

１）成人期の対象の特徴と現代社会におけるライフスタイルに関連した健康への影響について理解する。 

２）成人期の健康問題の特徴、特に生活習慣病・職業性疾病・ストレスとの関連を理解する。 

３）成人看護学の基本となる代表的な理論や基本となる方法論について理解する。 

 

【授業計画・内容】 

 第１回  成人看護の対象の理解 

 第２回  成人への看護アプローチの基本 

 第３回  行動変容、行動強化に関する理論を用いた演習 

 第4回  慢性病をもつ人への看護方法 

 第5回  成人の生活と健康問題 

        労働、ストレス、がん予防と生活習慣 

 第6回  健康の急激な破綻からの回復を促す看護方法 

 第７回  成人の健康生活を促すための看護技術 

        ストレスマネージメントと看護介入 

 第８回  まとめと試験 

 

【授業実施方法】 

 基本的には講義形式で行う 

 

【授業準備】 

 毎回授業終了後に、次回授業のレジュメや資料を配布し、予習すべき内容を提示します。必ず事前学習により授業の

内容を確認して臨み、課題提出については期限をしっかり守ってください。 

 

【主な関連する科目】 

 看護学概論、エイジング論、成人看護方法論Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 

 

【教科書等】 

 系統看護学講座専門５ 成人看護学〔１〕成人看護学総論 医学書院 

 

【参考文献】 

成人看護学概論第2版 ヌーヴェルヒロカワ 

ナーシング･グラフィカ成人看護学①成人看護学概論 メディカ出版 

 

【成績評価方法】 

 筆記試験80％、レポート課題・受講態度・グループ討議への参加態度10％、出席状況10％で評価する。 

 

【学生へのメッセージ】 

 この科目で学んだ理論や方法論が、２年次以降の成人看護方法論を学ぶための基礎になります。 

 

授業科目名・形態  成人看護学概論        講義 必修・選択の別 必修 

担当者氏名 水木暢子 開講期 1年後期 単位数  １ 


